


丸亀 下津井 稗田 茶屋町

緑丘の緑と野山の緑、そして溜池・河川の緑をイメ-ジした 国道21号線の福南山峠に沿って福林湖があります。

もので、隣接する「花の風」に通じ、さらに「風の道」へと 福林湖の北東には木華佐久耶比咩神社（里宮）があります。

全長約13ｋmの健康ウォ-クコ－スです。 ここより奥宮参道を登ると明現宮の鳥居、もう少し登ると

標高280mの福南山山頂へ。

山頂では文久2年（1862年）から見守っている狛犬さんの

出迎えを受けます。

旧下津井電鉄（軽便鉄道）は四国と岡山を結ぶ交通の要 奥宮殿があった場所には石祠を残すのみですが、展望は

でありました。 見事で遠く瀬戸内海の島々まで望め、山桜の咲く頃の山容

全長約21km、旧ひえだ駅はほゞその中心に位置しています。 は特に素晴らしく一度は登ってみたい所です。

昭和47年(1972)に茶屋町～児島間が廃止となり、自転車道

・遊歩道として利用されています。

旧ひえだ駅周辺には多くの桜が植樹され「稗田さくら公園」

として、市民の憩いの場となっています。 応永年間（1394～1428）にこの地に奉遷されました。

春にはさくら祭りが開催されています。 常録広葉樹に囲まれた小高い山の上にあり、参道入口の

大鳥居をくぐり石段を上ると、左右にある唐獅子が出迎えて

くれます。

池田藩主の崇敬篤く、参勤交代に東上する諸侯もその度に

大池は正面山・福南山からの水を受ける溜池として、およそ 参拝されたと伝えられており、地域の人々に崇拝され親しま

200年前に築造されたものです。 れています。(昭和57年郷土自然保護地域に指定)

それまでは水不足で稲作は成り立たず、ヒエしか育たない所

でした。現在でも稗田・小川町の大切な水瓶です。

当初は現在の池の倍近くあり、風が吹くと波で堤防決壊の恐

れがあり中程に波止めの堤防を築き二分しました。 児島88ｹ所霊場の23番札所で弘法大師が祀られています。

現在その一部は稗田公園として利用されています。 昔から「稗田のおだいっ様」と呼ばれ、年配の方にはよく知ら

れています。

昭和20年中頃までは裸祭りも行われ神木の投下もありました。

叉、夏には盆踊り大会も盛大に開催されていました。

正面山の山頂には、祇園様（スサノオの尊）の奥宮、山麓 寺の開基は不詳で、昭和17年昭光寺、昭和58年稗田大師寺

には拝殿が祀られています。 に改められました。

地元の庄屋（地図∴印 庄屋跡の祠）が灌漑用水の為、

山林の木を切らさない目的で建立（1750～1800年頃)しま

した。

昭和43年10月、児島地区（旧児島市）で働く勤労学生の

保育専門学院として設立されました。

秋には大学祭があり、ファッションショ-や模擬店・子供向け

中世より明治に至るまで「福南山妙現宮」と称され熊野五流 の人形劇などが開催され、幅広い年代の人が楽しめます。

一山の修験道場として栄え、近世に於いては備前池田藩の

祈願所として崇敬されました。（創建は平安初期）

木華佐久耶比咩は天照大神の孫で我国最古の美しい女神 昭和47年4月、児島小学校から分離独立した比較的新しい

と伝えられています。 小学校です。緑に囲まれた丘の上に開校されました。

元々は福南山の山頂に鎮座されていましたが、現在は山麓 毎年さくら祭りの会場では和太鼓クラブの五臓六腑に響く

に鎮座されています。 太鼓の音が観客から大きな拍手を受けています。

このはな さ く や ひ め じんじゃ

風の道ｺ-ｽ約6.3Km 花の風ｺ-ｽ約4.0Km 緑の風ｺ-ｽ約2.6Km

約10.5Km● ～～～～～ ● 約10.5Km ◎ ●


